
第44期の第2四半期連結累計期間（2021年4月1日～2021年9月
30日）において、新型コロナウイルス感染症の流行拡大の影響を受け
る状況下でも、当社グループはグローバルエンタープライズとして、
また、天然調味料におけるリーディングカンパニーとして顧客ニーズ
を先取りし、全世界の既存事業の拡充と、新規事業の積極的な展開を
図りつつ、「食の安全」「健康」「おいしさ」を追求してきました。
その結果、経営成績については、中国などアジアで需要が回復基調

にあり、増収増益となり、コロナ以前の水準にまで回復しました。欧州
でも堅調に推移しました。
また連結売上高営業利益率については、20%超を維持し、高度な収

益性を維持しています。

コロナの影響下でも早期回復を実現できたのは、外食と対照的に、
中食需要、加工食品需要が伸長するなか、当社グループが長年かけて
構築した高度な生産体制で、その新たな需要を即座に着実に取り込む
ことに成功したことによるものです。
畜産系天然調味料市場を早期に開拓し、独自のビジネスモデルを構

築してきました。そして、1990年に米国工場を建設し、そこで、米国の
厳しい衛生基準にもとづく生産体制を構築したことがその後の大きな
飛躍につながりました。1998年の九州第2工場建設でもそのノウハウ
を活かし、その後も継続的に向上させています。
この様に構築した高度な生産能力・技術力、高度な品質・衛生管理能
力、世界7極のグローバルな生産体制という強みのシナジーにより、国
内外で、外食・中食・加工食品産業などに幅広く強固な顧客基盤を形成
することができました。

成長戦略としては、フランス、ベルギーで、生産能力の増強に注力してい
ます。フランスでは粉体調味料生産設備、ベルギーでは家庭用スープ向け
生産設備を増強中で、いずれも、2022年の稼働開始を目指しています。

当社グループが持続的に成長していくためには、それを支える体制
の構築が必要です。豊かな地球資源の恵みを活用する企業として、そ
の資源を有効に活用し、地球環境の脱炭素化と循環型社会構築に貢
献する生産体制の構築を急いでいます。

そこで2021年4月から、九州の2つの工場で使用する全電力を再生
可能エネルギーに代替しました。これにより、両工場のCO2排出量の
40%を占めてきた電力によるCO2の排出がゼロになり、CO2排出大
幅削減に成功しています。
また、製造工程から排出された廃油や油泥をエネルギーに循環利用

する取り組みも推進しています。
当社グループは、中長期的に連結売上高1,000億円を目標としなが

ら、今後も、持続的な事業基盤の構築、イノベーションの追求に努めて
いきます。
株主の皆様に対しましては、日頃のご支援ご鞭撻に感謝するととも

に、今後のさらなるご愛顧を祈念して、当第2四半期末の1株当たりの
配当金を予定どおり20円とさせていただきます。
株主の皆様には、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう、お

願い申し上げます。

コロナの影響が拡大する状況下で増収増益、コロナ以前の水準に回復。
収益性も高水準で安定。

株 主 の 皆 様 へ
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● 商　　号 アリアケジャパン株式会社��
（ARIAKE JAPAN Co., Ltd.）

● 代 表 者 代表取締役社長　白川 直樹��
代表取締役副社長　岩城 勝利

● 創　　業 1966年6月2日
● 資 本 金 7,095,096千円
● 従業員数 634名
● 事業内容 1	天然調味料の製造、加工及び販売�

�2	農畜産物の生産、加工、輸出入及び販売��
3	水産物の加工、輸出入及び販売�
�4	医薬部外品の製造、輸出入及び販売�
�5	飲食店の経営�
�6	前各号に関連する技術指導業務�
�7	前各号に附帯する一切の事業

● 取引銀行 株式会社三井住友銀行�
�株式会社三菱UFJ銀行�
株式会社十八親和銀行

● 関連会社 ● 青島有明食品有限公司��
● 台湾有明食品股份有限公司��
● F.P. Natural Ingredients S.A.S.��
● Ariake Europe N.V.�
● Henningsen Nederland B.V.�
● PT. Ariake Europe Indonesia�
�● 株式会社エー・シー・シー
�● アリアケファーム株式会社

● 本社�
〒150-0022��
東京都渋谷区恵比寿南 三丁目2番17号��
電話 03-3791-3301（代表）

● 九州工場�
・第1工場�
・第2工場�
・中央研究所R&Dセンター��
・パックセンター

● 名古屋支店
● 大阪支店
● 福岡支店
● 仙台支店
● 札幌営業所

● 所在地

会社概要	 （2021年9月30日現在）

● 発行可能株式総数........................................... 130,000,000株
● 発行済株式の総数............................................. 32,808,683株
● 株主数...........................................................................7,875名
● 上場証券取引所....................................................................東京
● 証券コード番号..................................................................2815

株式の状況	 （2021年9月30日現在）

1.	株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、
口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなってい
ます。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿
管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意くだ
さい。

2.	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱
UFJ信託銀行が口座管理機関となっていますので、上記特別口座の口座
管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信
託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いい
たします。

ご注意

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで
期 末 配 当 基 準 日 3月31日
第2四半期配当基準日 9月30日
定 時 株 主 総 会 毎年6月
株 主 名 簿 管 理 人�
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部�
東京都府中市日鋼町1-1
電　話：	0120-232-711（通話料無料）
郵送先：	〒137-8081�
	 新東京郵便局私書箱第29号�
	 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 方 法 公告URL

�https://www.ariakejapan.com/

株主メモ

本社ビル

自己名義株式
2.92％

金融商品取引業者
1.61％

外国法人等
24.15％

金融機関
22.27％

その他の法人
41.95％

個人・その他
7.10％

所有者別株式数構成比率

株主名 持株数�
（千株）

持株比率
（％）

ジャパンフードビジネス株式会社 10,618 33.34
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 3,285 10.32
公益財団法人岡田甲子男記念奨学財団 2,196 6.90
SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT 1,820 5.72
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,499 4.71
株式会社王将フードサービス 784 2.46
株式会社日本カストディ銀行（信託口9） 463 1.46
STATE STREET BANK AND TRUST 
COMPANY 505001 419 1.32

岡田 直己 412 1.29
ＪＰモルガン証券株式会社 402 1.26

大株主（上位10名）

※1.当社は自己株式を958千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
　2.持株比率は自己株式を控除して計算しております。
　3.持株数は、千株未満を切捨てによって表示しております。

増収増益、営業利益率は20%超を維持、コロナ以前の水準へ

独自のビジネスモデルの強みが外部環境の悪化で一層際立つ

欧州に注力し、生産設備増強中

持続可能な成長を支える体制の構築へ

再生可能エネルギーへの代替でCO2排出の大幅削減に成功、
排出物のエネルギー利用も推進

代表取締役社長

白川　直樹
特別相談役

岡田　甲子男



四半期連結貸借対照表	 （単位：百万円）

前第2四半期末 
2020年9月30日現在

当第2四半期末 
2021年9月30日現在

前期末 
2021年3月31日現在

資産の部

流動資産 72,558 83,601 79,407

固定資産 33,868 31,840 32,273

　有形固定資産 19,482 20,395 20,055

　無形固定資産 421 347 392

　投資その他の資産 13,964 11,097 11,825

資産合計 106,426 115,441 111,681

負債の部

流動負債 7,718 8,466 8,947

固定負債 3,905 4,371 3,866

負債合計 11,624 12,838 12,813

純資産の部

株主資本 89,727 94,980 93,183

その他の包括利益累計額 4,491 6,875 5,020

非支配株主持分 582 746 663

純資産合計 94,802 102,602 98,867

負債純資産合計 106,426 115,441 111,681

前第2四半期 当第2四半期 前期

売上高 22,666 25,068 49,684
売上原価 14,958 16,426 32,429
売上総利益 7,708 8,642 17,255
販売費及び一般管理費 3,420 3,595 7,208
営業利益 4,287 5,046 10,046
営業外収益 341 286 670
営業外費用 14 13 41
経常利益 4,614 5,318 10,675
特別利益 － 17 －
特別損失 － 186 107
税金等調整前
四半期（当期）純利益 4,614 5,149 10,567
法人税等 1,397 1,673 3,199
四半期（当期）純利益 3,217 3,476 7,368
非支配株主に帰属する
四半期（当期）純利益 33 50 90
親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 3,183 3,425 7,277

四半期連結損益計算書	 （単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

ト ピ ッ ク

自 2020年4月  1日
至 2020年9月30日

自 2021年4月  1日
至 2021年9月30日

自 2020年4月  1日
至 2021年3月31日

連 結 財 務 諸 表 （ 要 約 版 ）

当社グループは、創業時から、食肉加工の後に残る骨（ガラ）
を原料に、エキスを抽出、製品の原料としており、事業の根底で
循環型社会構築に貢献しながら事業運営を推進しています。
2021年4月からは主力の九州の2工場のエネルギーを再生
可能エネルギーに完全代替しました。
排出物のエネルギーとしての再利用も積極化しています。廃熱や廃油をボイラー燃
料として再利用し、冷却水などの排水も再利用しています。また、ブイヨンの抽出過程
から発生した排出物について、残渣の一部を肥料として、廃油を燃料として、社外に提
供することで、社会全体でのエネルギー循環利用に貢献しています。
このように、事業プロセス全体でエネルギー循環を推進しています。
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キャッシュ・フロー（第2四半期累計）
■  営業活動によるキャッシュ・フロー
■  投資活動によるキャッシュ・フロー

■  財務活動によるキャッシュ・フロー
■  現金及び現金同等物の四半期末残高（右軸）
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アリアケ 検 索
ホームページでもさまざまな情報をご覧いただけます。
https://www.ariakejapan.com/ でご検索ください。または

■ 第2四半期（累計） ■ 通期
■  第2四半期売上高営業利益率

■ 第2四半期（累計） ■ 通期
■  第2四半期売上高当期純利益率（%）
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　連結売上高は、前年同期比2,402百万円（10.6％）増の25,068
百万円となりました。
　連結営業利益は、前年同期比759百万円（17.7％）増の5,046
百万円となりました。
　連結経常利益は、前年同期比704百万円（15.3％）増の5,318
百万円となりました。
　親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比242百万円
（7.6％）増の3,425百万円となりました。

連結決算のポイント 当第2四半期連結累計期間の決算は、国内外での需要回復により、増収増益となりました。

営 業 の 概 況 （ 連 結 ）

前第2四半期 当第2四半期 前期

営業活動による�
キャッシュ・フロー 5,178 3,792 11,015
投資活動による�
キャッシュ・フロー △ 118 △ 178 4,276
財務活動による�
キャッシュ・フロー △ 1,839 △ 1,834 △ 2,483
現金及び現金同等物に�
係る換算差額 △ 126 704 163
現金及び現金同等物の�
増減額（△は減少） 3,093 2,483 12,972
現金及び現金同等物の�
期首残高 27,904 40,877 27,904
現金及び現金同等物の�
四半期末（期末）残高 30,998 43,361 40,877

四半期連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位：百万円）

自 2020年4月  1日
至 2020年9月30日

自 2021年4月  1日
至 2021年9月30日

自 2020年4月  1日
至 2021年3月31日

（注）記載金額は、百万円未満を切捨てによって表示しています。

事業プロセス全体でのエネルギー循環を推進

● エキス抽出後の残渣を肥料として再利用
● 油泥の再利用
● 廃油の再利用

汚泥の減容化
排水処理施設

社外へ

エネルギーの
自社での再利用
（廃熱・廃油・排水）

CO2などの
温室効果ガス、
廃棄物、使用水
などの削減

エキスの抽出、
スープ・調味料の製造

太陽光パネル原料調達社外
（食肉加工場）

畜産ガラの
有効活用

当社ウェブサイトには、CO2排出量、廃油再利用、油泥再利用データを掲載しています。


